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４
月
17
日
、
東
京
社
保

協
第
１
回
国
会
行
動
を
、

東
京
土
建
・
民
医
連
、
地

域
社
保
協
か
ら
82
人
が
参

加
し
て
行
い
ま
し
た
。

福
井
副
会
長
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
田
村

智
子
参
議
院
議
員
か
ら
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
現
状
な
ど
国

会
情
勢
報
告
を
う
け
、
そ

の
後
、
田
村
議
員
に
「
推

進
法
」
廃
止
の
請
願
署
名

を
手
渡
し
ま
し
た
。

国
会
議
員
要
請
行
動
を

行
う
に
あ
た
っ
て
、
「
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
」
の
危
険
な
内
容
に
つ

い
て
、
相
野
谷
安
孝
中
央

社
保
協
事
務
局
長
よ
り
、

「
推
進
法
の
正
体
」
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
終
了
後
、
11
班

に
分
か
れ
て
東
京
選
出
と

衆
参
の
厚
生
労
働
委
員

（
ほ
と
ん
と
が
秘
書
対
応

で
し
た
が
）
54
人
に
議
員

要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。「

推
進
法
」
廃
止
署
名

を
大
き
く
ひ
ろ
げ
、
次
回

国
会
行
動
（
６
月
５
日
予

定
）
で
多
く
の
国
会
議
員

東
京
土
建
は
「
消
費
税
増
税

阻
止
」
「
社
会
保
障
改
悪
反

対
」
「
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
「
原
発
再

稼
働
反
対
」
を
国
民
的
４
課
題

と
位
置
づ
け
、
本
部
と
全
支
部

で
闘
争
本
部
を
設
置
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

生
活
に
大
き
く
影
響
の
あ
る

４
課
題
の
取
り
組
み
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
、
組
織
内
の
広
範

な
要
求
の
結
集
を
は
か
り
、
参

議
院
選
挙
を
見
据
え
て
た
た
か

い
の
山
場
を
想
定
し
、
秋
ご
ろ

ま
で
運
動
を
強
化
発
展
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

地
域
で
は
４
課
題
を
テ
ー
マ

に
情
勢
学
習
会
を
行
い
、
宣
伝

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
関
係
団
体

と
共
闘
し
て
国
民
一
人
一
人
に

訴
え
か
け
る
宣
伝
行
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

東
京
民
医
連
は
、
東
京
都
議

会
に
向
け
て
「
医
療
・
福
祉
の

拡
充
を
求
め
る
陳
情
署
名
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
都
知
事
選
挙
で
猪
瀬

知
事
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
新

年
度
予
算
は
、
石
原
都
政
を
継

承
し
都
市
部
の
大
規
模
開
発
、

高
速
道
路
・
空
港
・
港
湾
整
備

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
進
め

る
立
場
で
す
。

東
京
都
の
医
療
・
福
祉
分
野

の
水
準
は
全
国
で
も
最
低
ク
ラ

ス
で
す
。
救
急
医
療
体
制
、
特

養
ホ
ー
ム
待
機
者
、
看
護
師
不

足
、
高
い
国
保
料
と
増
え
続
け

る
滞
納
世
帯
な
ど
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
都
議
会
選
挙
（
６
月

13
日
告
示
、
６
月
23
日
投
票
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
都
民
の
切
実

な
要
求
を
都
政
に
反
映
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
。
こ
の
署
名

で
、
地
域
訪
問
を
進
め
、
大
い

に
対
話
宣
伝
を
進
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。



３
月
29
日
、
台
東
社
保

協
は
東
京
土
建
台
東
支
部

会
館
に
８
団
体
42
人
が
参

加
し
て
第
19
回
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
都
生
連

の
坂
口
忠
男
会
長
の
「
権

利
と
し
て
の
生
活
保
障
制

度
に
つ
い
て
」
の
記
念
講

演
を
う
け
、
生
活
保
護
制

度
の
仕
組
み
と
安
倍
政
権

の
生
活
保
護
へ
の
攻
撃
の

中
身
に
つ
い
て
の
説
明
に

会
場
は
驚
き
の
表
情
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。

総
会
は
、
遠
藤
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
東
京
社
保
協

の
寺
川
事
務
局
長
と
秋
間

区
議
会
議
員
の
来
賓
あ
い

さ
つ
で
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
介
護
保
険
に
関

す
る
ヘ
ル
パ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
活
動
、
国
保
の
保
険
料

引
き
上
げ
に
対
す
る
意
見

表
明
ハ
ガ
キ
等
の
１
年
間

の
活
動
報
告
と
会
計
報
告
、

運
動
方
針
案
、
予
算
案
の

報
告
を
う
け
討
議
を
行
い
、

運
動
方
針
と
予
算
案
、
役

員
体
制
を
確
認
し
、
総
会

宣
言
を
全
体
で
確
認
し
ま

し
た
。
な
お
、
総
会
の
席

上
で
「
推
進
法
」
廃
止
署

名
を
37
筆
集
約
し
ま
し
た
。

（
新
島
事
務
局
長
）

３
月
19
日
、
大
田
社
保

協
第
32
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

総
会
に
は
10
団
体
18
人

の
参
加
が
あ
り
、
幹
事
会

か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
と

決
算
・
予
算
の
論
議
と
採

択
、
新
役
員
体
制
を
決
定

し
ま
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
東
京
社

保
協
の
寺
川
事
務
局
長
か

ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
の
危
険
な
狙
い
と
具
体

化
さ
れ
つ
つ
あ
る
社
会
保

障
の
総
改
悪
の
内
容
が
紹

介
さ
れ
、
大
田
社
保
協
で

も
積
極
的
な
学
習
会
活
動

を
軸
に
運
動
を
強
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
訴
え
を

う
け
ま
し
た
。

総
会
は
、
構
成
団
体
か

ら
の
活
動
報
告
と
議
案
論

議
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、

区
労
協
か
ら
は
役
員
会
で

社
会
保
障
問
題
の
ミ
ニ
学

習
会
を
重
ね
認
識
を
深
め

て
い
る
。
新
婦
人
か
ら
は
、

介
護
施
設
を
増
や
す
運
動
、

区
議
団
か
ら
は
待
機
児
問

題
解
消
の
た
め
に
区
の
予

算
を
組
み
替
え
さ
せ
る
運

動
を
展
開
し
て
き
た
な
ど
、

各
団
体
が
重
視
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
課
題
に
つ
い

て
積
極
的
な
発
言
が
続
き

ま
し
た
。

今
後
の
活
動
の
柱
と
し

て
、
大
田
区
政
の
学
習
を

重
視
す
る
こ
と
や
国
保
問

題
で
の
区
民
運
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

（
為
壮
事
務
局
長
）

４
月
21
日
、
西
東
京
市

民
会
館
に
て
第
13
回
西
東

京
社
保
協
総
会
を
35
人
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
矢
野
会
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

東
京
社
保
協
の
相
川
事
務

局
次
長
が
来
賓
の
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
て
「
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
っ
て
何
」

と
題
し
て
報
告
し
総
会
に

う
つ
り
ま
し
た
。

岡

本
事

務
局

長
が

、

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
」
（
相
野
谷
中
央
社

保
協
事
務
局
長
）
「
口
か

ら
見
た
社
会
保
障
」
（
矢

野
会
長
）
「
生
活
保
護
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
」
（
田
所
弁
護

士
）
な
ど
の
学
習
会
、
西

東
京
市
と
の
懇
談
、
議
会

傍
聴
な
ど
こ
の
１
年
間
の

取
り
組
み
と
新
年
度
の
取

り
組
み
方
針
を
提
案
、
質

疑
討
論
を
へ
て
新
年
度
方

針
、
予
算
、
新
役
員
体
制

を
確
認
し
て
終
了
し
ま
し

た
。

（
総
会
議
案
よ
り
）

４
月
20
日
、
清
瀬
社
保

協
総
会
が
38
人
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
「
一
人

ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
作
ら

な
い
」
と
題
し
て
東
京
都

生
協
連
の
吉
岡
さ
ん
が
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

孤
立
死
や
無
縁
社
会
が

叫
ば
れ
る
現
在
、
そ
の
中
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30
万
筆
を
め
ざ
す
「
推
進
法
」
廃
止
署

名
活
動
を
各
団
体
・
地
域
で
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
署
名
用
紙
は
あ
り
ま
す
か
？
無
い
場
合

は
事
務
局
ま
で
連
絡
を
！

▽
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。
講
師
は

事
務
局
に
相
談
を
。

▽
署
名
推
進
に
向
け
て
、
宣
伝
グ
ッ
ズ

（
テ
ィ
シ
ュ
）

の
検
討
中
で
す
。

▽
各
地
域
で
宣
伝
行
動
を
他
団
体
と
も
調

整
し
て
計
画
し
ま
し
ょ
う
。



で
私
達
に
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
さ
せ
る
講

演
で
し
た
。
医
療
・
購

買
生
協
な
ど
の
連
携
に

よ
る
定
期
的
個
別
訪
問

に
よ
る
見
守
り
活
動
重

視
の
取
り
組
み
や
、
行

政
に
な
ど
に
働
き
か
け

つ
つ
、
私
達
を
取
り
囲

む
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

総
会
は
、
講

演
の
あ
と
今
後
の
取
り

組
み
な
ど
を
参
加
者
で

交
流
し
て
終
了
し
ま
し

た
。

（
山
崎
事
務
局
次
長
）

４
月
20

日
、
江
戸
川

社
保
協
が
「
な
ん
で
も

相

談

会

」

を

タ

ワ

ー

ホ
ー
ル
船
堀
で
実
施
。

雨
の
中
、
街
頭
で
の

血
圧
測
定
と
宣
伝
行
動

で
の
声
か
け
と
、
事
前

の
１
万
３
千
枚
の
チ
ラ

シ
配
布
（
新
聞
折
り
込

み
を
含
む
）
で
「
相
談

会
」
へ
の
呼
び
か
け
を

実
施
し
ま
し
た
。

宣
伝
で
声
を
か
け
た

学
生
さ
ん
か
ら
「
年
金

の
督
促
状
が
届
い
た
が

ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん

で
い
た
」
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
見
て
、
町
工
場

の
経
営
者
が
「
一
人
ぐ

ら
し
の
社
員
が
病
気
で

入
院
し
た
が
退
院
後
が

心
配
で
」
と
相
談
に
来

ら
れ
る
な
ど
、
年
金
・

医
療
・
介
護
・
税
金
・

生
活
保
護
な
ど
の
相
談

が
７
件
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

（
小
永
井
事
務
局
次
長
）

４
月
22

日
、
三
鷹
社

保
協
が
「
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
・
生
保
・
憲
法
学

習
懇
談
会
」
を
東
京
社

保
協
前
沢
事
務
局
次
長

を
講
師
に
30

人
が
参
加

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

不
正
受
給
攻
撃
の
実

態
と
狙
い
、
先
進
国
の

受
給
者
数
と
の
比
較
、

憲
法
25

条
・
13

条
な
ど

と
の
か
か
わ
り
、
最
賃

制
・
自
殺
者
数
、
社
会

保
障
制
度
の
切
り
下
げ

な
ど
、
豊
富
な
資
料
を

駆
使
し
て
、
切
れ
味
の

よ
い
講
演
で
し
た
。

（
柳
澤
事
務
局
長
）
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都
内
で
は
、
２
月
以
降
６
週
連
続
で
百
人
を

超
え
る
風
し
ん
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
患

者
は
、
定
期
予
防
接
種
の
機
会
が
無
か
っ
た
30

～
40
代
の
男
性
が
中
心
で
す
が
、
免
疫
の
無
い

女
性
が
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
罹
患
す
る
と
、

出
生
児
に
先
天
性
風
疹
症
候
群
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
と

総
称
さ
れ
る
疾
患
・
症
状
を
引
き
お
こ
す
こ
と

が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
の

予
防
を
第
一
の
目
的
考
え
て
い
ま
す
。

都
は
、
区
市
町
村
に
予
防
接
種
費
用
の
半
分

を
補
助
す
る
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
23
区

だ
け
を
み
て
も
助
成
に
差
が
あ
る
の
が
現
状
で

す
（
左
図
参
照
）
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無
料
化

に
向
け
て
助
成
拡
大
の
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。
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午前10時開会～午後4時半（9時半開場）

（東京土建本部会館 ＪＲ大久保駅下車徒歩3分）

東京大学法学部卒、前自由法曹団東京支部事務局長 現在、東京第二弁護士会副会長
主な弁護団事件：トンネルじん肺、首都圏建設アスベスト訴訟など

日野市職員,自治体問題研究所事務局長,月刊住民と自治編集長などを歴任, 現在,自治体
問題研究所主任研究員 主な著書：市町村合併これだけの疑問、地域活動事始めなど多数

1969年広島生まれ,1994年より東京・新宿を中心に路上生活者の支援活動に関わる。
2001年ＮＰＯ法人自立生活サポートセンター・もやいを設立し,現在,もやい代表理事。
埼玉大学非常勤講師,著書に「ハウジングプア」「とっちらかりの10年間」など


